
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

「
要
介
護
度
」
の

区
分
が
変
わ
り
ま
す

　

要
介
護
状
態
の
区
分
が
従
来
の
6
段
階
か

ら
7
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
要

支
援
・
要
介
護
1
に
該
当
し
た
人
に
つ
い
て
、

状
態
の
改
善
の
可
能
性
が
高
い
人
は
、
要
支

援
1
・
2
と
な
り
、
予
防
給
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

非該当

要支援

非該当

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

《これまで》 《４月から》
必要に応じて、介護予防
サービス(地域支援事業)
が利用できます。

支援が必要とされる人
(要支援１・２) 予防給付
が受けられます。

介護が必要とされる人
(要介護１～５) 介護給付
が受けられます。

新しくなりました

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

（
新
予
防
給
付
）
が

始
ま
り
ま
す

　
「
要
介
護
認
定
」
で
「
要
支
援
1
」「
要
支

援
2
」
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
本
人
の
意
欲

を
高
め
、
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
け
る

よ
う
に
状
態
を
改
善
し
、
悪
化
を
防
ぐ
「
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
新
予
防
給
付
）」
が
利

用
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
？

○
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）

○
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

○
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）

○
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
な
ど
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介
護
予
防
の
拠
点

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
織
田
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
健
康
で
生
活
で
き
る
よ
う
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？

総
合
相
談
支
援

　

〜
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
〜

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
が
連

携
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
利

用
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

〜
適
切
な
介
護
予
防
の
た
め
に
〜

高
齢
者
の
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
主

体
的
な
活
動
と
参
加
意
欲
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と

を
予
防
し
て
い
き
ま
す
。

所得階層 対象者 計算方法 月額保険料

第１段階 •老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の人
•生活保護の受給者 基準額×0.5 2,200円

第２段階 •住民税非課税世帯で課税年金収入額と合計所得金額の
　合計が80万円以下の人 基準額×0.5 2,200円

第３段階 •住民税非課税世帯で第2段階に該当しない人 基準額×0.75 3,300円
第４段階 •住民税課税世帯で本人が住民税非課税の人 基準額 4,400円
第５段階 •本人が住民税課税で合計所得額が200万円未満の人 基準額×1.25 5,500円
第６段階 •本人が住民税課税で合計所得額が200万円以上の人 基準額×1.5 6,600円

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

〜
い
つ
で
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
〜

　

主
治
医
や
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

様
々
な
職
種
が
連
携
し
て
、
包
括
的
、

継
続
的
に
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
に
体

制
を
つ
く
り
ま
す
。

権
利
擁よ

う

護ご

　

〜
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
る
た
め
に
〜

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
成
年
後
見
制
度
利
用

の
支
援
、
虐
待
へ
の
対
応
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

越
前
町
織
田
１
０
６
―

51
―

１

　

☎
36
―

１
０
６
７

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
の

介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　

第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険

料
は
3
年
ご
と
に
見
直
し
、
3
年
間
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
が
ま
か
な
え
る
よ
う
に
算
出

さ
れ
た
「
基
準
額
」
を
基
に
し
て
決
ま
り
ま

す
。

「
介
護
予
防
事
業

（
地
域
支
援
事
業
）」が

始
ま
り
ま
す

　

認
定
審
査
会
で
「
非
該
当
（
自
立
）」
と

判
定
さ
れ
た
人
や
虚
弱
な
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
は
、
で
き
る
限
り
介
護
が
必
要
な
状
態
と

な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
は
現
在
の
健
康
な
状
態
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
「
地
域
支
援
事
業
の
介
護

予
防
事
業
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

○
虚
弱
高
齢
者
…
転
倒
骨
折
の
予
防
、
閉
じ

こ
も
り
予
防
、
生
活
指
導

な
ど

○
一
般
高
齢
者
…
健
康
講
座
、
介
護
予
防
の

普
及
啓
発
な
ど

新
し
く
な
り
ま
し
た

⬅
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